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３．基本構想の策定方法 

（１）高齢者、身体障害者等の意見の反映 

基本構想の策定においては、高齢者や身体障害者の方に対してはアンケート調査、

バリアフリー点検、ワークショップ等による意向把握を行い、現状の施設の問題点を

整理します。 

その結果を受けて作成する各事業の整備方針等についても意見を伺い、高齢者や身

体障害者の意見を反映させるものとします。 

 

（２）策定の体制 

 
基本構想策定委員会 

策定委員会の役割 

①重点整備地区におけるバリアフリー化の基本方針 

②重点整備地区の位置及び区域 

③特定事業その他の事業に関する事項（概要） 

①～③について、検討委員会から提示された案を協議し決定する。 

構成員 

学 識 経 験 者：徳島大学大学院 教授 

関 係 行 政 機 関       ：国、徳島県、徳島市 

公共交通事業者：（鉄道）四国旅客鉄道㈱ 

（バス）徳島バス㈱、徳島市交通局 

道 路 管 理 者       ：国、徳島県、徳島市 

公 安 委 員 会       ：徳島県警察、徳島県東警察署 

市     民：町内会連合会、(社)徳島県建築士会 

徳島ユニバーサルデザイン研究会 

利 用 者 等       ：(社)徳島市社会福祉協議会、(財)徳島市身体障害者連合会、

徳島市老人クラブ連合会 

ワークショップ 

ワークショップの役割 

①バリアフリー点検による問題箇所の点検 

②ワークショップによる問題箇所の整理 

事務局（担当課） 

意見

案の修正 意見


